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一一人工呼吸関連機器:ユーザーレポー卜

人工呼吸:8巻l号

f¥二E ロ乎毘ヨヒ暑雲エ ピタ α〉イ吏戸田家歪窓会

ドレーゲル社製の人工呼吸器エピタ

はマイクロプロセ y サを内蔵したいわ

ゆる第四世代のベンチレータで、 15Kg
以上の小児から成人まで使用でき、種

々の換気モードを備え幅広い対応が可

能である。機能的には IPPV、 SIMV、 MM

V、 CPAP、 ASB(PSV)さらにパ y クア y プ

換気や BIPAPモードを備えている。

本器の特長のひとつは自発呼吸中で

の患者の呼吸仕事量をできるだけ小さ

くするよう工夫されていることである。

H P S V (高圧サーボバルブ〉と呼ばれる

応答性の良い吸気弁を採用し、ディマ

ンド感度を鋭敏にすることにより患者

の吸気努力に対する反応が良好となり

吸気仕事量が非常に少なくなっている。

自発呼吸量に対して器械側の供給量

(初期流速)が充分であるため患者が

窒息感を感 じる事が少ない。他にも AS

Bでは補助圧の設定以外に吸気フローの
設定ができる機能、 P m a x (吸気圧設定)
機能、 P E E P時でのリーク自動補正

機能などの機能も備わっており、いず

れも吸気仕事量の軽減に役立っている。

また、呼気側で抵抗の少ない熱線流量

計を用いて一回換気量を測定している

ため、患者の呼気仕事量も軽減されて

いる。 BIPAP(Biphasic Positive Ai 

rway Pressure);を人工呼吸器に組み込

んだのはエピタが初めてである。動作

は CPAPレベルを 2段階に設定しそれぞれ

の持続時間を設定し交互 に CPAPの圧を

変イヒさせることができ、 このモードを

利用すると APRV(Airway Pressure Rel 

巴ase Venti lation)が可能である。 APR

Vでは CO，の排出が CPAPに比べ良いとさ

れているが、現在はまだ研究段階であ

る。

エピタはフローパターンの選択をす
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IPPV SIMV MMV ASB 
8IF猟P J~ックアップ績気(ASB.CPAP)

・豊富な燥気モード

まったく新しL、換気モード"BIPAP"を搭載。
さらにアブρニアべンチレーションモードも加

わり、豊富な換気モードでよりデリケートな

呼日及管f墜を可能としました。

.ASB速度設定
ASB(P.S.V)U寺の設定Et:tこ達するIf寺聞を変
えられますので、 一匝|換気長を充分確保する

ような設定が可能です。

・自動アラームセット

重要なアラームは自動セットされ、ルーチン

ワークに便利です。

.02100%キー
サクションの前後に100%酸素を供給するた

めのキーで、ワンタッチで行えます。

・簡単操作

世界中で好評、操作に便利なユーザガイダン

スをlail前iに表示します。

p，" し自発呼吸
+ 

P:W Pressure Control 
| の強制換気

P:" ... 
| BIPAP 

Phase τIme Aalio(PhTR)"l 2 

PhTR..話器諒記子

エレクトロニクスで病魔に挑戦する

|函園-
Eヨ到・定歩唱t唱置
干161東京都新宿区西落合卜31-4

ft03(5996) 8028宣伝課

詳しい資料を用意しております。

当社までお気鮮にこ'請求 ドさL、


